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中 世 フ ィ レ ンツ ェ の都市建設 （ I ) 
ルネサ
ン
ス文
化の舞
台とな
ったフィレ
ンツエは
、
中世後
期
の十
三世
紀l
十四世
紀に都
市の基
本構
造が形
づ
くら
れ、
ルネサ
ン
ス期
の十五世
紀｜十六世
紀に都
市と
してほ
ぼ
完成
の域に達する。
その都
市建設
の歴
史は
イタリ
ア諸都
市のなかでも
未曾
有の激
烈な都
市内抗争
を経
験し
たこの
都
市の
政治的支配層が
さま
ざ
ま
な公
私の
パトロネ
lジを組
織し
なが
ら都市建設を推
進し
た過程で
あり、
そのなか
からメ
ディチ
家
という
一都市貴族
が独裁者と
して
台頭し
、
やが
て君
主化し
て、
都市創
造にお
いて
決
定的な役割を演
じてゆ
く過
程
であ
った
。
換言すれば、
それは
、
中世
の都
市コム
1
ネH
共和制都市国
家フ
ィレ
ンツエが
「メ
ディチ
家の
宮廷都市」
と変
貌し
てゆ
く歴
史であ
った
といえる
。
「中世都市」
L・
マンフ
ォー
ドは
、
や「
バロッ
ク
都市」
は存在し
ても
、
「ルネ
サンス
の都
市と
いう
ものは
存在
しない」
と述
べ
ている
（『 歴史
の都
市
明日の都
市』
）。
しか
し
フ
ィレ
ンツエと
いう
都市を見
れば、
それ
が中世
都市
を基
盤としながら
、
そこ
に十五世
紀の寡
頭
制共和
国を担
った都
市貴
族層と十六世
紀
の専
制君主化し
たメ
ディ
チ家
の
権力を視
覚化し
た公
私の建
造物に
よっ
て新し
い偉
観を
つけ
加えた
「ルネサ
ン
ス都
市」
である
こ
とがわかる
。
建築
史の視
点か
ら見れ
ば
、十
五｜
十六世
紀の
フィレンツ
ェは
、
アルノル
フォ
・デ
ィ
・カ
ン
ビオや
ヤ
コポ
・タ
レンティ
の
時代ま
で
のロ
マネスク
・ゴ
シック
的な
中世都
市に、
ブル
ネッレ
スキ
、
アル
ベル
ティ
、
ケロ
ツ
ツォ、
ジユ
リアlノ
・ダ・サ
ンガ
ツ口
、
ア
ン
マナlティ、
ヴァ
ザ
lリ
、ブ
オンタ
レンティな
ど
の建
築
家に
よる
ルネサ
ン
ス様
式
の
大規模
なパラッ
ツォ、
教会堂、
公共
広場、
宮廷
庭園が
つけ
加わ
り、
規則性と水平
性、
開放性
とモニ
ュメンタ
リテイ
を増し
たルネサ
ンス
的な
都市空
間
へと
変貌
するの
である
。
もちろ
ん、
十五世
紀前半
にブ
ルネ
ッ
レス
キによ
って完
成
されたサンタ
・
マリア
・デ
ル・
フィ
オl
レ大聖堂
のド！ムが
十三世
紀末に
着工さ
れた
ゴシッ
ク式
の
大聖堂
の内
陣と身
廊のうえに
建ち上
げられたよ
うに、
また中
世の都
市コ
ム1ネ
の象
徴である
パラツ
ツォ
・デ
ツラ
・
シニヨ
リlア
が十六
世紀後半
の
コジモ
一世時代
にパラ
ツツ
ォ
・ヴ
エツ
キオと
して
大
増改築さ
れたように、
ルネサン
ス都
市フィレンツ
エ
は中世都
市フィレ
ンツエ
と明
確な連
続
性をも
って
いる
。
A,. 
本論
では
、
十五
｜十
六世
紀
のル
ネサ
ン
ス期の都
市建
設の
前提と
なった
中世
フィレ
ンツエ
の都
市建設
の過
程を概
（十
二｜
十四世
紀）
観す
る
ことにしたい。
司教都市
から
コムl
ネ都市
ヘ
フィレ
ンツェは
、
前五九年
（あ
るい
は前五
O年）
にユリ
ウス
・カ
エサ
ルによ
って植
民都
市リカ
スト
ルム
（四八
O×四二
0メー
トル）
と
して
基
盤目
状の
幾何学
プラン
で建
設さ
れ
た古代起源
の都
市
（古名
フ
ロレンティア
208口氏匝
）で
ある
（図
1）。
五1八
世紀
のビ
ザンティ
ン
帝国
とラン
ゴパ
ルド王国の諸
公の支
配時
代に
衰退を
たど
った
後、
フラ
ンク王国の伯
領および
司教領
の拠
点
とな
った九世紀か
ら復興
が始まり、
「商業
の復
活」
が起
こる
十
一世紀
には
、
ヨロー
ッパ
中で
ピサ
、
シエ
ナ
に続い
てトス
カlナ
の
主要
都
市の
ひと
つに
ルツ
カ
成長す
る
（人
口二
万人）
。
( 2 ) 
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可乱
中世後
期｜｜十一
世紀
から
十
四世
紀に
かけて
｜｜
のフ
ィレ
ンツ
エ
の都
市建
設は、
大き
く分け
て
四つ
の段
階を
へて推
進さ
れた
。
第一
段階は、
十一
世紀後
半の司
教ゲ
ラルドゥ
スと
マテ
イル
ダ女
伯の時
代である
。
この
時
代の
フィレンツ
ヱ
の都
市権
力は、
他のト
スカ！ナ
の主要
都市と
同様、
聖俗の
二大
封建権力
である伯
と司
教
によ
って
二分
さ
れており
、
都市建設
も両
者の
主導下に
進められた
。
十一
世紀中噴
にク
リュ
ニl修
道会出身
の教
会改
革派の
聖職者
ゲラル
ドゥ
ス
（後
の
教皇
ニコラ
ウス二世
）
が司
教に就
任す
ると、
その
指導下
に市
内の八
つの
主
要な教
会堂｜｜司教座聖
堂のサンタ
・レパ
ラl
タ聖堂
ω・
官官包宮
、サ
ン・
ジヨ
ヴァンニ
洗礼堂
宮 怠 器 円 。
島ω
・2
04B巳
、
サン
・ミ
ニア
lト聖堂
ω －Z
E a o
包
冨 88、
サンティ
・アポ
スト
リ聖堂
ωω・
〉吉
田SE
、
サン
・ピ
エル
・スケ
ラツジヨ聖
堂
∞－
ER
ωn
v m語富
山 O｜｜
の改
築と建設
が始め
られた
。
一方
で、
一O
五七年
にト
スカl ナ辺
境伯
の行政拠
点が正
式に
フイ
レンツ
ェに置
かれ
ると
、
伯位
を継承し
たマ
テイル
ダ女伯
（在
位一
O
六九
｜一
一一
五年）
は、
都市
の発
展に対
応
すべく
、
古代
のカ
ストル
ムの規
模を初め
て上ま
わ
る第四
市壁
（ ダ
ンテが
「い
にしえ
の 市 壁
旨
R足』fE
SHH
円 邑
と
呼 んだ
市壁
）
を建
造
した
（一 O
七八年
以 後
三
当時
の
フィレンツ
エは
、
司教と
伯の
権力を体
現
する
二つ
の建
築
物｜｜
司教館お
よび
それと隣
接す
る辺
境
伯の館
ーーを中
心と
して
、
主要な
宗教建築物が
ロマ
ネスク
様式
に衣
替え
を始め
た
小規模な封
建都市
であ
ったが
、
とりわけこ
の時
期の
フィレ
ンツエ
に新しく生
まれた都
市的自意
識を典型的
に示
すのが
サン
・ジ
ヨヴア
ンニ
洗礼
� 
堂である
（図2、
3
、
4）。
古代
の
マルス
神
殿の
跡に建
てら
れてい
た初期
キリ
スト
教時代
の洗礼
堂に
かわ
って
、
約
一世
紀（
一O五九
｜
二
五O
年）
をかけ
て都
市
再興
の象
徴
として
建造さ
れた
八角堂プ
ラ
ンの
洗
礼堂
は、
ローマのパ
ンテ
オンや
ラテラ
l
ノ洗
礼堂、
アl
へ
ンの
宮廷
礼拝堂
を意識し
て構
想さ
れたも
ので
、
通常
の
ロマ
ネスク
様式
の枠を超え
るその厳
格な
古典的
・合
理的デ
ザインは
、
古代
ロー
マの
政治的
・文
化的
・宗教的権威
（E
ShsE
）
の継
承者
として
の
自覚を明確に表明し
ている
（洗礼堂
は、
一一
二八
年に
司教座
が
サンタ
・
レパ
ラlタ聖
堂に移
されるまでは
、
円聞き自己占星agw
の
機能を担
って
いた
て
コム
lネ
都市
の発展
フィレ
ンツエ
が帝権と
トスカ
lナ
辺境伯か
ら自
由な
コム
lネ
（自
治都市）
として
独
立を
宣言
する
のは
マテイ
ルデ女
伯が死
去し
た
一
一五
年の
ことで
あるが
（神
聖ロl
マ皇
帝
からの公
式の独
立許可
は
一一
八三年
）、
これを
機
にフ
ィレンツ
エは十
二世紀と
続く十
三世
紀
に都
市の大
発
展の時
代を迎え
る。
都市
の発
展を
主導し
たのは
、
ト
スカlナ辺
境伯
から
コ
ムlネ権
力を樹立す
る過
程で功
績のあ
った都
市貴族
（下級
の旧封建
貴族
や農村
から移
住し
てきた小
領主、
早く
から
彼らと同
化
した
一 部の大
商人
からなり
、
「ノl
ビり
き霊と
「グ
ランディ
喝－
民間」「
マニャ
！ティ
芸匂室町」
などと呼
ばれた
）
と経
済の急
成長を担
った
商人層
であ
った
。
フィレ
ンツ
エ商
人たちは、
他のイ
タリ
ア都
市の商
人たちと同
様、
ヨロー
ッ
パ各
地に進
出し
て、
活発な商
業活動
を展
開し、
都市内
で
( 3 ) 
中 世 フ ィ レ ン ツ ェ の都市建設 （ I )
の政
治的発言力
を強め
た。
彼ら
は
フラ
ンドルやシ
ャン
パ1ニ
ユの
定期市
で羊
毛
の原
毛や
生地を
買い付
け、
それ
をフィレ
ンツ
エで
染
色・
加工して
高級織物と
して再
輸出し、
大きな利
益をあ
げ
た。
ま
た
この
利
益を各
地の聖
俗の権
力者に高利
率で貸
し付ける
金融業
で巨
大な利益を
獲得す
る。
彼ら
は一
一五O年
頃に
商人組
合
（ソキエ
タス
・メルカント
ゥルム
、
後のカ
リマ
lラ
組合）
を結成し
て結
束を固
め、
続い
て
一二
O
六年に銀
行組合
（両替組合）
、
二＝
二年
に羊
毛組合
（毛織物製造組合）
、
一一
二
八年にポル
・サ
ンタ
・マリ
ア組合
（絹織物
組合）
を結
成。
遠隔地
商業、
織物産業
、
金融
業は
早く
から不
可分に
結び
ついて
急
速な発展を遂
げ、
十三
世紀半ば
ま
でに
フィレ
ンツエ
はヨロー
ッパ
第一
の商
業都
市に躍
進
するの
である
。
一二
五二年
に
フィレンツ
エで鋳
造され、
「中世
のド
ル貨
」
とし
て流
通
した
フィ
オ
リlノ
（フ ロlリン
）
金貨は、
中世後
期の
ヨ
ロー
ッパ経
済
における
フィレンツ
エの卓
越し
た地位を物
語
って
いる
。
一方
、
粗暴
で
好戦的な
封建貴
族や
騎士
を中心と
する貴
族層は、
商人階級に
対抗し
て
「ソ
キエタス
・ト
ゥ
リウム
h引RES
H史ミ 史 遺
」
（塔仲間）
を形
成し
て結
束し
なが
ら、
都市
軍に
その中
核をなす
騎兵
団を提
供し
て
軍事的指導権
を揮い
また
外交使節
や官職者と
して
外交
・司
法・
行政
におい
て活
躍した。
初期
コム
lネ時代の
フィレ
ンツエは
当初
コン
ソレ
制
（貴族
と大商
人か
ら選出
された
十二名
の
コンソ
レが
一年任
期で
統治し、
これを
手工業
者
を代表
する百
人の
代表
市民と全市民
総会が補佐
する）
をとり
、
一
九三
年から
はポデ
スタ
制
（近隣都市
の貴
族から選
ばれた
一年任期
の行
政長官
ポデ
スタに裁
判権と警察権を委ね、
これを二
つの
評
議会が補
佐す
る）
に移
行す
るが
、
いずれも都
市内で
主導権を
争い合
う二
つ
の階
級の均
衡
を図ろうとす
る制度で
あった
。
十二世
紀フ
ィレンツ
エの
最
初の
本格
的な都
市拡
張を示
す
のは
、
一一
七三年
l七
五年に行
われた
コム
lネ独
立後の
最初
の市
壁建設
である
。
こ
の第五市
壁建設
（古代
の都市市
壁か
ら数え
て）
は、
古代
ロl
マ以
来の都
市の南
北の軸
線
（カ
ルド
E ミ 。 ）
に対
して四
五
度の角
度
をも
って
アル
ノ河を
越え
てオルトラル
ノ地区まで拡
大され、
従来
の約
三倍の面
積
（九七
ヘクタール
）
を包
摂す
る
画期的
なもの
であ
っ
た（
図5）。塔の町フ
ィレ
ンツ
ヱ
第五市
壁の建
設から最
終市壁
の第
六市
壁
の大
拡張
までの
約一
世
紀半
の
都市
建設は、
都市貴
族聞に
おけ
る激烈な
党派抗争、
そし
て
この
旧支配層と
経済活動
の発
展によ
り急速に
発言
力を増し
た商人
階級と
の複
雑な
政治闘争が
から
みあう
、
稀に
み
る社
会的激動
のな
かで進
められた
。
この
時
期｜｜十
二世
紀末か
ら十四世
紀初め｜｜の
都市建設は
つの
時
期に分
けられる
。
第一
期は、
コム
lネ
権力がまだ弱
体で都
市の支
配層
であ
った都
市貴
族たち
の私
塔が乱立し
てい
た時代、
第
二期
は、
大商人階
級の台
頭による第
一次
平民政府
（プ
リモ
・ポ
lポ
ロ）
の確
立
によ
って都
市共同体と
しての
自
覚が高まり、
都市
建設に
おい
て新
し
い秩
序の
形成
がは
じま
った時
代、
そして
第三
期は、
大
商人階級が主導す
る第二
次平民政府
（セコン
ド
・ポ
lポ
ロ）
の樹
立に
( 4 ) 
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飛躍的
な都
市
拡
張と、
政庁館お
よび新
し
い大
聖堂
を核と
する大々
的な
都市建
設が都
市を
あ
げ
て推
進さ
れた時
代である
。
よって
、
十二世
紀
十三
世紀前
半の
フィレ
ンツエ
（人
口約三
万人）
は
、
長
い衰
退
期のあいだに
なし崩
し的に変形さ
れ細
分化さ
れた古
代ロー
マの
カ
ストル
ム構
造
（碁
盤状
の都市プ
ラン）
の中
心部に、
都市支配層
の家屋
や私
塔が密
集し
て林
立し、
その周
辺に商
工業者の
新居住区
（ボ
ル
ゴ宮
、同 巴
）
が不
規
則に
ひろ
がる
、
無
秩序
で
非機能的な
マグ
マ的
都市
であ
った
。
固
定し
た市庁
舎
（パ
ラ
ツツ
ォ
・コ
ム
ナ
l
レEENq
円。 さ き 守）
はい
まだ存在せず、
新旧
二
つの
市
場｜｜旧市場
（メルカl
ト・
ヴエ
ツ
キオ
Z R S S
F
nnE
O）
は古代
のフ
ォ
ルー
ム跡に造
られる
ーー
と
穀
物市
場
（ の
ち
のオル
サンミ
ケ
l
レQ
E旦口町田町
）
以外
に
は計
画的に造成さ
れた
広場や
ロッ
ジア
もなか
った
。
都市内
で専
横的な権力を
ふる
った都
市貴
族たちは、
都市
の中
心
部に
高い塔
をそなえた
館を次
に々
建て、
互い
の勢
力を張りあ
った
。
住居機能
をもた
ず、
もっ
ぱら軍
事的用途と勢力
誇示の
目的
で造ら
れた
私塔は、
元来農
村地域に
建てられた
封建領主
の砦
や物見
の塔
を都
市
内に持ち込んだも
ので
あった
。
彼ら
は、
互い
に塔の高
さを
競い合い
（たと
えば、
メルカlト
・ヴ
エ
ツキ
オ
に建つトシ
ンギ
家の塔
は七
十五メー
トルに
も達し
たて
また
近隣
の
一族
どうし
が朋
党 （
コンソ
ルテ
一定
の区
域を複
数の塔
と家屋群に
よっ
リヤ
8言
。 号
、宮）
を形
成
して、
イlゾラ「島」
のよ
うに占
有し
た
（図
61
たと
えば、
ウベルティ
家の
て塔と
家屋群
はシ
ニヨ
リ
lア
広場
となる区
域一
帯を、
アミ
デ
イ家
の
塔と
家屋群はボ
ルゴ
・サ
ンティ
・アポ
ストリ
一帯を占
有
していた
（図7、
8 
9 
メデ
ィチ
家が新
興
の
都市貴
族とし
てフィ
レ
ンツ
エの
歴
史に
登
場
する
の
は
十三
世紀初め
のこ
とであるが
（＝二
六年にボl
ナジ
ユン
タ
が評
議会議員
として
初め
て記
録に登
場
）、
おそら
く近
郊
の農
村ム
ジエ
ツ
ロの
小領
主な
いし
下
級の封
建
貴族
の出
身
であ
った初
期の
メ
ディチ
一族
も、
メルカlト
・ヴ
エ
ツキ
オの東
側に
デッラ
・トl
ザ家と
塔
仲間を組
んで三
つの
塔
と家屋群
、
ロッ
ジア
を構
えていた
（図
怯）。
私塔は、
十一
世紀
末にわ
ずか五基にす
ぎな
かっ
たが
、
十二世
紀
末に
は
百を越え、
十三
世紀末
には二
五Oを
数え
るま
でに
激
増す
る
（図
日）。
L・
マンフォ
ードが
「社会病
理学
の
一兆
候
」
（『
都市
の
文化
』 ）
と呼ぶ
こう
した塔の乱
立は、
他の
イタリ
ア諸都
市にも共
通す
る現
象だ
が
（現在
で
もパヴィ
lァ
、
サン
・ジ
ミ
ニア
lノ
、
ボロlニ
ヤ等には
そ
の
一 部が
残存
し
ている
）、
その
急増
ぶりは
フィレ
ンツエに
おい
ては
特
に著しく
、
」の
都
市の急
膨張と支配層
の異
常
なまでに
激
しい群
雄
割拠
を物
語
って
いる
。
都市貴
族問
の対
立は、
都市を
二分
する
グ
エルファ
党
（教皇党）
と
ギベ
ツリ
lナ党
の血なま
ぐさ
い抗
争に
発展し
（皇帝
党）
（一
一一一六
年以
降）
、
塔の建
造
ラッシ
ュの
一方
で、
両派に
よる
敵方
の
建物
の破壊、
財産没収、
追放
がくりかえさ
れた。
四
第一
次平民政
府下の都
市建
設
しか
し、
粗暴な
封建的都
市貴族
の専
横的な支配を
象徴す
る
の
町」
フィレンツ
エは
、
十三
世紀後半
にな
ると
、
新興
の商人階級
の利
益を反
映
するよ
り強力な都
市権
力によ
って統
御さ
れた新
しい
塔
( 5 ) 
中世フ ィ レ ン ツ ェ の都市建設 （ I )
秩序
の形
成にむけ
て模
索を
はじ
める
。
封建的な
都市貴
族たち
の非
生産的な権力闘
争に対し
て、
地区組
織（
ポl
ポロ）
やアル
テ
（軍事力を備え
た同
職組合）
に結
集し
て自己
を防衛し
てい
た商人階級は、
一二
五O
l六
O年にグ
エルフ
ァ党
貴
族と連
携し
て第
一次
平民政府
（プ
リモ
・ポ
lポ
口
、 立 さ
宮
古
乞を
樹
立した
。こ
の新
政権は、
党派を
問わず、
すべての
私塔
の高
さを五
Oブ
ラ
ッチヤ
（約
二九メ
ートル）
に制限し、
新し
い
都市
権力を
体現
するカピタlノ
・デ
ル・
ポ
lポ
ロ館
司色目NO
円在。
晶
宮自O仏
国】
－MO
唱 。 －o
を建造す
る
（都
市の
二十
の地
区Hポlポ
ロ を基
礎にした軍
事組織
一二
五五｜六
O年）
（図
M、
日）。
のちのパ
ラツ
ツ
ォ
・Jア
ツ
の長
官の館
、
ラ・
シニ
ョリ
lアの
プ
ロト
タイ
プと
なるこ
の最
初の本
格的な公館
（一
二六一
年から
はポデ
スタ館）
は、
高さ
一OO
ブラ
ッチヤ
（五
七メl
一律
の高
さ
に制限さ
れた私
トル）
の塔をそなえ
た要
塞型
の建
物で、
塔の上にそ
びえるその偉
容は、
「ポポ
ラl
ニ
B E
E Z
と呼
ばれた
上層
商人階
級
の最
初の
勝利を象徴
するも
ので
あ
った
。
新政
権はま
た公共的な都
市建設を積
極的
に推進し
た。
オル
トラ
古く
からの
ヴ
エツ
キ
オ橋
ぎ昆白
ルノの
市
壁を大幅に拡
張し、
〈冊目
n E o
、カ
ツラ
イア
橋宮
巳 白
色開
。 白 同 国 宮
（一
一 一一八
｜二
O年
）、
ルl
パコン
テ
橋同M
gg
何 回 g b o 毘 白
（のちのグラ
ツィ
エ橋司
g 青
島冊
。お紅白
一二
三七年
）
に続
くアルノ
河の
四番
目の橋
として
、
サンタ
・ト
リニ
タ橋
唱。昆m
m・
4「江口E
（一
二五二年
）
を建造す
る。
アルノ両
岸地区に
発展し
た毛
織物産業
を促進し、
都市
の
いっ
そうの機
能化を
はか
る
ためで
ある。
農村か
らの流
入者
や
底辺労働者と
して毛
織物
産業
に従
事す
る貧
困層
がますます
増加し
て市
壁
外のポル
ゴ地
区が拡
大す
ると
、
慈善
や福祉活動
の必
要性
から各
種の托
鉢修
道会が進
出
し、
都市
空間の
新し
い核をなし
てゆくが
、
都市政府
は、
こう
した
托鉢
教団
の建
設
事業
にも
積
極
的に協力し、
支援
するの
である
。
二大
托鉢教団
のドミ
ニコ
会
（サ
ンタ
・マ
リア
・ノ
ヴエ
ツラ
∞・
玄包匝
zgo－－国
一一
一一一
一年
）
とフ
ラン
シスコ
会
（サ
ンタ
・ク
ロlチ
エ
凹－
ngg
一二
二 六年）
のフ
ィレンツヱ定
着を皮
切りに、
聖母
マリ
ア下
僕会
（サ
ンテ
イツシマ
・アヌンツィア
lタ
呂・
〉EERES
－二
四八
年）
、
ア
ウ
グスティ
ヌ
ス隠
修士会
（サ
ント
・ス
ピリ
ト
m・
8
ES
一二
五 O年）
、
ウ
ミリア
lティ会
（オ
ニサンティ
O官 冨 自 丘
一一
一五
一年
）、
カル
メル会
（サ
ンタ
・マ
リア
・デ
ル・
カルミ
ネ
伊豆
邑白
色町二U自国呂町
一二
六八
年）
が
次々
に定着し、
十
三世
紀後半
か
ら大規模な
修道院
・聖
堂・広
場の
複合体
の建
造に着
手す
る。
都市政府
は、
その
ために土地の提
供や
財政援助
をお
こない、
とり
わけ
ドミ
ニ
コ会のサンタ
・マ
リ
ア・ノ
ヴエ
ツラ
修道院
・聖
堂と
フラ
ンシスコ
会の
サンタ
・クロ
lチ
エ修
道院
・聖堂に関し
ては
、
都市
の
最も重要な
公共事業と
して
積
極的
な支
援を推進
するの
である
。
五
第二
次平民政
府下の都
市建
設
｜｜ダン
テとジ
ヨ
ット
の時
代
フィレ
ンツ
エの
都
市建設が
飛躍的な
大発展を遂
げ
るのは
、
第二
次平
民政府
（ セコン
ド・
ポlポ
ロhassuF
E
Sが
樹立
された
一二
八二年
か
ら一
三
三
0年
代にかけて
の約
半世
紀聞
の
ことで
ある
。
( 6 )  
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喜べ、
フィレンツ
エよ
、
おまえはかく
も偉
容を誇り
その翼
は海と陸を
おお
って
いる
、
おまえの名
は地獄に
もと
どろ
いている！
。。件
目
。否認NP
、。凡
nb向
h t句
凡ぬ司HM辺、同
与
問、
同『ミ
hq同
町
、q
R3・bF
QH H R
～sh・
同町、
q守
、急ミ唱。
言。
き遣問
え言
語 丸 町 、
と、
ダンテ
が
『神曲』
「地獄篇」
（二十三
歌）
でうた
ったのは
、
� 」ー
の時
代の
ことで
ある
。
七大組合に結
集し
た大商人階級
（ポ
lポロ
・グ
ラツソ
、§ 。守
q aE）
は、
中小
の手工
業者
（ポ
lポロ
・ミヌ
！ト
官 官
守さ
き互
の支
持のも
とに、
第一
次平民政
府崩壊後
の旧
貴族層と
の闘
争に最
終的な終止
アルテ
（同職組
合）
選出
の複 数の
プリオlリ
（最高執政官）
符をうち、によ
って都
市を
統
冶
する共
和
体制を
確立
（一二
八三年
三
一五
三二年
のフ
ィレンツ
エ公
国成
立まで
二五
O
年に
わた
って継
続
する
この
新
しい
政治体制
の誕
生
（一
二九
三年の
「正義
の規
定
」
によ
っ
て法
制的
に確
定さ
れる）
によ
って
、
新し
い
都市共同体意識
は
未曾有
の高ま
りを示
し、
トス
カlナ
第
一の都
市国家に
ふさわし
い規
模と偉
観をそなえ
た都市
の建
設が開
始
される
ので
ある
（図
市）。
第二
次平民政府が推進
した
一大都市建設事業は、
新
市壁
の建造、
新し
い
政庁館と
大聖堂
の
建築、
そし
て
都市全体
の整
備
におよぶ画
期的な
もので
あった
（表
A）。
十三世
紀
を
通じ
て、
激
烈
な都
市
内
抗争
に
もかか
わら
ず国
際的な
商業
・金
融
業
と織
物産業
によ
って
驚異
的
な
経済成
長を
遂
げた
フイ
レン
ツエの
人口は
一一一
八0年
代
には
約八万
五千
人
（第五
市壁建造
時の
約三倍
）
に達
していた
が
、新
政府
は、
まず市
壁の大
拡張を計画
し
一二
八
四年
に着工し
た。
工事は度
重なる中
断をはさ
んで、
半
世紀後
の
一三
三三
年に完
成す
る。
この
最
終市壁
は、
全長八
・五
キ
ロメ
トール、
第五市壁
の約
六
・五
倍の六三O
ヘクタール
の都
市面
積を取り囲
むも
ので
（将
来の人
口増加
と都
市発
展を予
想し
て
緑地帯や農
地を
広く取り
込む）
、
十九世
紀まで
のフ
ィレンツ
エの都
市規模と
構造
を確定す
るも
ので
あ
った
。
都市
の
防衛上
の最
重要課
題であ
る市
壁の建
造と平
行
して新
政権
が着手し
た都
市型
天シ
ンボ
ルl｜
大聖堂と新
政庁館
｜｜は
、ト
スカlナ最
大の都
市とな
ったフィレ
ンツエ
にふさわし
い空
前の
ス
ケlル
のモニ
ユメ
ン
トとし
て構
想さ
れた
。
小規模
なロ
マネスク
式のドゥオ
lモ
サンタ
・レパ
ラlタ聖堂
にか
わっ
てア
ルノル
フォ
・デ
ィ・
カン
ビオ
（一
二四
五｜
三三
O年頃）
により設
計さ
れた
新し
い大
聖堂
（のちにサンタ
・マ
リ
ア・
デ
ル・フ
ィ
オlレ
∞・
玄常時国
円庄
司55
と改
名）
は
ライ
ヴ
ァル
都市
のピサと
シエ
ナの大
聖堂
を凌駕
する
ことが
意図さ
れ、
サンタ
・レパラ
lタの約
二倍
の全
長と
三倍の面
積をも
っゴ
シッ
ク式聖堂と
して計
画さ
れた
（この計
画案は
二二六
七年
にさら
に拡
大され
、
全長
一七五
メートル、
翼廊幅
九0
メートル、
身廊幅
三
九メートル
の当
時の
イタ
リアで最
大の規
模と
なる）
（図
げ、
市）。
新し
い大
聖堂
の建
造は
一二
九
六年の
着工から
数度
の中
断を経て
一四
三
六年の
ド
lムの完
成、
そして
一四六七年の
頂
( 7 ) 
中世 フ ィ レ ン ツ エ の都市建設 （ I )
塔の完
成まで
一七O年以
上にわたる全
都市的事業と
して続
行さ
れ
るが
、
こ
の
間
、
一三
三四
年に
は
ジヨ
ット
（一
二六
六頃
l一
三三
七）
の
設計
になる華
麗な鐘塔
の自
宮包
庁長
205
（高さ
八
四・
七メー
トル）
（図問
、
初）。
が着工され
、
一三
五
九年に完
成す
る
方カピタlノ
・デ
ル・
ポ1ポ
ロ館にかわ
る新し
い都
市権力
の拠
点で
ある政
庁館
（当初パ
ラ
ツツ
ォ
・デ
イ・プ
リオlリ
FENC
E
EE
のちにパ
ラツツ
ォ
・デ
ツラ
・シ
ニ
ヨリ
lア
EEN白
内笠宮
笠宮 oE）
｝ま
一二
九
八年に着
工され
ると、
政治的要
請か
ら急ピ
ッチ
で工
事
が進め
られ、
一一
二一
四年
に竣工する
（図引、
包）。
建設地は、
ギベ
ツ
リlナ
党の門
閥
ウベルティ
家の破
壊さ
れ
た塔館
群があ
った
一帯
で
（図
幻）、
地元
産のピ
エトラ
・フ
ォルテ
（硬
質褐色砂岩）
の粗
石積み
による
威
圧的な
要
塞
型のパラツ
ツォと
塔
（九
五メ
ートル）
は、
新体
制の都
市国
家フ
ィレ
ンツエ
の力
を圧
倒的
に誇示
するも
ので
あ
った
。
政庁館前
では
シニ
ョl
リア
広場
の整備
・拡張と舗
装が進め
られ
（一
三O七
｜四
二年
）、
一三
七六
｜八
一年に
はそこに
古
代ロl
マ風の
巨大
な半円ア
lチ
を架し
た国
家の儀
典
場ロ
ッジア
・デ
イ・
プリオl
リ円、
。岡 田一冨
骨仲
間》ユoユ
（現
在の
ロ
ッジア
・デ
イ・
ランツィ
Z
田 岡山 田品
包
EN む
も建設さ
れた
（図
旬。
」れらの大
事業と
平行し
て、
都市
政府が推進
したのは
、
従来
の
非機能的
で無
秩序
に密
集し
た都
市構造
を改造
し、
拡大
した
都
市空
聞のなかで中
心部と新し
い
市門や周辺部を有
機的
に結
び
つけ
、
都
市に新し
い
公共性と機
能
性を与え
るこ
とであ
った
。
」の
た
めに都
市政府は、
法令に
よ
って
旧
貴族
（マ
ニャlテイ
）
によ
る市
中心部
の
土地
の私
的な占
拠に規
制
を加え、
また
個人
や僧院に
よっ
て占
有さ
れて
いた
市の不
動産を
回収し
て、
新し
い主
軸街
路の開
設（
スカlラ
通りなど）
旧街路
の
直線化と
拡幅、
街路
の
舗装、
広
場の拡
張と整
備、
アルノ河
岸道
（ル
ンガルノ
）
の整
備など、
全面
的な都
市
の整
備
と美化の
事業を推進
する
の
である
。
とりわけ
、
大聖堂と
並んで
大
規模な
ゴ
シッ
ク式聖堂
の建
造が進
めら
れていた
ドミ
ニコ
会のサンタ
・マ
リ
ア・ノ
ヴエ
ツラ
とフ
ラン
シス
コ会のサンタ
・ク
ロlチ
エ
（一
二九
五年
、
新聖
堂に着工）
聖堂
l修道
院上仏場
の複
合体
（園部）
は、
一三
四三
年以
降、
サン
・
ジヨ
ヴァン
ニ洗
礼堂
および
アルノ西
岸の
サン
ト
・スピ
リト聖堂と
ともに
、
都市
の
四つ
の街区
（ク
アル
テ
ィエ
lレ
会 主 守 色
の核
として
の都
市的
H宗
教的機能
を担
って
いくので
ある
。
・品回
， 、、
都市的パ
トロ
ネlジ
の構造
この
よ
うに、
十三世
紀末か
ら十四世
紀に
かけて、
新市壁
の
建設
によ
って
飛
躍的に拡大し
た
フィレ
ンツエは
、
大聖堂
と政
庁館
を都
市の
絶対的な
中心と
し、
主要な
托鉢修道会
の聖
堂l
僧院
広場を
地区
的な核とす
る統
一的H多
中心的な都市
の構
造を
形成
していく
ので
あるが
、
こう
した画
期的な
都市建設
の過
程で
主導的な役割を
演じ
たの
は都
市政府
（シ
ニヨ
リ1ア）
とそれを
支え
る主要ア
ルテで
あった
。
実際
に聖俗の
公共建築
事
業を推進し
監督し
たのは
、
各事
業ご
とに設
置さ
れ
た造営委員
会Hオ
1ペ
ラであり
（「 オlペ
ラ
♀s・
0、 q b 」
は本来
「事業」
やそのた
め
の実
務管理機関
を指す
）、
委員会
は建
築事
業が行われ
る教区
旗区の
有力市民に
よっ
て構
成 この の
( 8 ) 
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されたが
、
聖堂や
修
道院
の場
合
にはその
院長
や参事会
員も合
識
の
場に加わ
った
。
こ
の
ためオ
1ペ
ラと院
長
・参事会側と
の意
見
が対
立する
合もしばし
ば見られ
た
が
、
しだ
いに
主
要な出資母体で
あ
るオlペ
ラの側
が発言
権を強
めるようにな
った
（「
オペ
ライ
オ
也 、 画 、 員 。
」と
呼ば
れた造
営委員
の
構成や任期は変動的で
、
らなり、
任期
は通
常
一年
であ
っ
たが、
任期
はしばしば延
長さ
れた
）。
一般
に三
1六人か
こう
し
た有力市民を中
心とする実
務機関
の設
置
によ
って
、
教区
・
旗区の市
民
からの資
金調達を
円滑化
することが
できたが
、
大聖堂
の建
造のよ
う
な長
期に
わたる
全都市的事
業のた
めには
特別
の常
設
の造
営局
（オl
ペラ
・デ
ル・
ドゥ
オl
モ
♀3
を
E S S
が創設さ
れ
た。
この
造営
局に
は、
着工当
初は司
教や
司教座聖堂参
事会
員も参
加し
てい
たが、
二ニ
二0
年代か
らは
構
成メンバー
は主要
アルテの
さらに最
初の
計画案が拡大さ
れた
二ニ三
一
代表
のみ
に限
定さ
れ、
年からは
羊毛組合に
全責任が委託
される
。
やがて
この
大
聖堂造営
局は、
都市政府
の
一種
の
「建築庁」
として
、
他の主
要
な公
共事業
（鐘培、
ロッ
ジア
・デ
イ・
プリオ
lリの建
造、
シニ
ヨリ
lア
広場
の
整備）
一方
、
最も古
い有
力アル
テのカ
リ
マl
をも
監督
するようにな
った
。
ラ組
合は都
市の最
も由
緒のある
モニ
ユメン
トであるサ
ン
・ジ
ヨヴア
ンニ
洗
礼堂
のオ
lペ
ラの運
営に責
任をもち
（十
四世
紀末
からはサン
タ
・
クロ
lチ
エ聖
堂やサ
ン
・ミ
ニ
アIト聖
堂のオ
Iペ
ラ
をも担
当て
もう
一つ
の主
要
アルテ
、
ポル
・サ
ンタ
・マリ
ア組
合
（綿織物組合）
はオルサ
ンミケ
lレ穀
物
倉庫兼
祈祷堂
の造
営を担当し
た
さ
の担
当は
のち
に
グエ
ルファ
党
に引き継
がれる）
（園
部）。
十三世
紀末か
ら十四世
紀の
フィレ
ンツエで
は
、
以上
に見たよう
に、
都市政
府をはじめと
し
て、
富
裕な大
ギ
ルド
、
教区
、旗
区組
織
が重層的に
連
携
しあ
った集団
的な
パトロ
ネ！ジ
が主導
性
を発
揮し
、
こう
した
都
市的パ
トロ
ネ
lジ
から
ヨー
ロッ
パ最
大の経
済力を持
つ
商業都市
フ
ィレ ンツ
エの
都市建設
のめ
ざ
まし
い活
力が生
み出さ
れ
たの
である
。
その
一方で、
指導
層をな
す有力市
民たち
は新し
い
タイ
プの私
邸
の建
造に
も着
手す
る。
従来
の十三
世紀前半ま
での
都
市支配層
の住居は、
古代
のイ
ンス
ラが
変形した高
層の家
屋と
それに隣
接
する塔で
あり、
公共的
美観
の意
識を
欠いた
もので
あっ
たが、
第一
次平民政
府の政
策で私
塔の
高さ
が制限さ
れる
と、
塔は
住居機
能をも
っ塔
館（na平言語）
に変え
られ
（一
階
は
工房
や商
店
とし
て
、上
階
は
倉庫
とし
て使
用
て
十三世
紀後
半から十四世
紀に
かけて
は新し
いタ
イプ
のよ
り大
規模な
要
塞型
の
館
（パ
ラ
ツツ
オ
Hフォ
ルテツ
ツ ア
』三官。
もミ
g a
）
が出
現す
る。
後世
の
改修
によ
って
原
形をとど
める
建
築例は少な
いが
、
アツチ
ャイ
ウオl
リ、
アルベ
ルティ
、
アル
ビッ
ツィ
、
アルト
ヴィlティ
、
アレ
ッサ
ン
ドリ
、
モツ
ツィ
、
ブオ
ンデル
モンテ
、
カヴ
アル
カンティ
、
チ
エ
ルキ
、
ジュ
Iニ
、
デッ
ラ
・ルlナ
、
カステツ
ラ
lニ
、
フレスコパ
ルJア
ィ、
スピ
lニ
、
ルツジ
エリ
l
ニ、
ペルッ
ツ
ィ、
ジャン
プィ
リ
アッ
ツィ
、
ベツツ
ォl
リ、
ジャ
ンドナl
ティ
、
パル
ドヴ
ィネ
ツテ
ィ 、
パツ
ツィ
、
ルスティチ
、
サル
ヴ
ィア
lティ
、
ダヴ
アンツ
アlテイ
（元ダヴ
イ
ツツ
イ）
〈図幻〉
など
の館
がそれである
。
これらの邸
館の
特徴は、
塔館
の類
型を
留め
る黍直
性の
つよい
困層
から六層の
フア
一族
の館
が隣
接し
て建
ち並ぶ場
合が多か
ったが、
サードをもち
、
( 9 ) 
中 世 フ ィ レ ン ツ エ の都市建設 （ I )
道路や広
場に面
した
フア
サ
lドに
は都市
の
美観と
公共性を意
識し
m－〉
・ 00E昏55・
Hrhwa
凡主、‘阿久
河sshS町内
ミ 。 、 富 町 内
．、合
同町内SD言内
た統
一 的で
規則的なデ
ザイン
（アlチ
状の扉口や
窓の形
態、
各階
の分
白 苫 札
h 。 見 。 ～
見 守 s q
（FO国内H
o p
－ 喧∞C）
節、
石積み法
の統
一）
が採用さ
れた
。
私的建
築も都
市
の公
共的な景
HFO
DU〉
、 ～ 。 、問、司 会w
・ 1H 』 町
内 九 守
白 書叫
凡な
命、 円笠宮町HRE
（下Dロ
品DP
N CC
M）・
観の
一部をなす
こと
が自覚
されはじめたの
である
。
開－
GEEDR
hb
ミ ミ b
§ ～
君 主 E 虫、。
ミ
コミan言SS
（河口ヨ宇田白ロ－
－∞ ∞－）・
肘－
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h h 。 、 宮
、 ミ ～
、 足 、 F G ミ ロ 同
九 円b－
hb
Hkw円SS
（同NOB守回国『r
－坦坦－
）・
［付
記
］
開－
E E o E
－
h吋55
Eh
Rbb
出HMm句
、
（mogp
N CC
M）・
十二
世紀
l十四世紀の
フィレ
ンツエ
の都
市建築
の発
展を
素描し
た本
開－
ggny
〈 ・9 開 。 戸
、也、与をきE
町内
ミE丸
町寄
S3
．～
U
34。
》
主 同 ～ 守
稿は、
東京大学出版会
から
近刊予定
の
「都
市・建
築・歴
史」
シリl
辺 町 ～ ～
。句
、 皇 崎 町
書偽込町ておな
（司5Rm
・ －由
主
）
ズ（
全十巻、
鈴木博之、
石山
修武、 伊藤毅、
山岸
常人
［編
］）
の第五
。・
〉国内吉田
－
H玄
．ZEZF
〉－
m－
Egp
豆町
Aミ
夫、
守22・
Mgz
巻『
近世都市
の成
立
』
に所収予
定の論
文
「建築
パトロ
ンとして
のメ
（Z O語、〈
O 円 F
－由
∞∞）
〔佐
々
木英也
・ 森田
義之翻訳監修
『フ
ィレンツ
エ
の美
術』
上・下
、
日本放送出版協会、
一九
九一年
〕
ディチ｜｜十
五世
紀フィレ
ンツエ
における都
市建設と建築パ
トロネ
l
ジ
」
の序
章をなす予
定で執
筆し
た草
稿を分
離し、
独立さ
せ
たも
ので
ある
。
本稿
の
内容は、
拙稿
「十
三世
紀における
フィレ
ンツエ
の都
市
建設」
（『
日伊文化研
究』
幻号
、
日伊協会刊、
一九
八三年
）
と一部
重
複し
ている
。
紙幅
の関
係か ら注はす
べて
省略
し、
図版お
よび表は次
号に
一括し
て掲
載
する予
定である
。
以下、
参照し
た主要 な文
献
（著
者ア
ルファベ
ット
順）
を列挙し
ておく
。
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